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　本稿 を草 する に當 り，此研究 を薦め られ ，且 懇篤 なる指導 と校閲の 勞を執 られた る東京文

理科 大學教授編井玉 夫 博 士 に 對 し，茲 に謹ん で 感謝 の 意 を表 す。叉貴重 なる文獻の 貸與 ， 有

釜なる助言 を與 へ られ且 宿主同定 の 勞を執 られた る 九 州帝國大學教授大 島廣溥士 ， 研 究 ｝：有

釜 な る忠言 を賜 りた る阿部徹理 學士 ， 材料の 探集に援助 を與へ られ た る 九 艸啼 國大學農學部

助手池 田隼 入農學 士．朿北帝國大學淺蟲臨海 實驗所助 手澤 野英四郎理 學士、円村 正理 學士 に

對 し深 甚の 謝意 を表 す る次第な b

　　　　　　　　　　　　　　　　1． 緒　　　 言

　本邦 に 於 て最得易 t ， ム ラ サ キ ウ ； ，ア カ ウ ；，パ フ ン ウ ニ ， エ ゾ パ フ ン 等 の 淌化管中 に

寄 生す る繊毛蟲 は約 11 種 な り
。 其中 JJntod−i・sctus　l）o ）

’
eaiis （II研 rsc 日E の に豼 き て觀察 し得 允

る結 果 を茲 に 報告 せ ん とず。

　E慨 od 叡 鰡 bo・）’eali．s’を最初 に

’
記載 した る は ，　 C．　C，　IIEN’isaHEL5 ） に して

， ユ923年 Shetland

島に 於 て Eehi？nus 　escndienttas の 滄化管中に 見出 した る材料 に 據 吟た る もの なり。其後 Scotland

の F・tl… 　Abc ・deen ，　MillP・rt 及 E ・ gユ・ nd の P］｝
’
n ）・uth 等 に 於 て 更 に 觀察 を重 ta， 翌 1924

年 Cfrsizコtoelvitmn 　bOrealeな る學名を與 へ て 發表 しfe　b。
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　1930年 ）IADrSFINIo） は FredeTikshaven に於て ，　Strenaptoce”rottts 　droebae｝−iemeisの淌化 管中

よ り該繊毛蟲 を得て觀察せ り。然る に彼は σr卿 εα 烈 酬 ｝ boreale力珀 溝 に波動膜 を全 く缺如

せ るの 故 を以 て
，

σ覗 耽 嫌 1燃 屬 に 屬せ ざる事 を知 り， 新屬名 を與 へ て E融 〜細 S 伽 矧 庸

（HE ］llrscHEr．） と蠻更 した り。

　筆者 は M ，sDsEN の 此 提唱 が分類學的見地 よ りして 摘 當な りと信する が故 に
，　 C ）？．tptoehil

’
ti
’
rJi

boreare を棄 て て Efttodismts　borecslSs（IIE）憩 SCIIEL ） と呼ぶ こ と とせ り。

　　　　　　　　　　　　　　 II． 材 料 及 研 究 方 法

　本種 は筆者 の 觀察 し た る所 に よれば， ム ラ サ キ ウ； オ 嚇 σ磁 α廟 frr 職 畷 僻 （A ．AG 殿 lz ），

ア カ ウ ； Psei‘d・ centrotti ・ d・p・e・・“tes （A ．．A．GAss ・z ），
パ フ ン ウ ＝ 跏 岬 伽 餌 剛 ・弼 1賄 1・・w 加 ’漕

（A ．AGASSIZ ），エ ゾパ フ ン igt ・・ngyloeecztrottrs 　4・・描 wd 溜 （A ．　 AGAssrz）， 及 硬 脚 ・
’idailis

ぐr酬 面 廟 （A ，−KG 　．s　SSIz）等 の 淌化管中に於て 容易 に 見出さ る る もの に して ， 浩化管全VIICI　 ．

りて 存在すれ共 ， 特 に 中央部及前部 に 於 て 其數最多 し。

　筆者 の 得た る材料採集地 ，宿主，季節等 は次表の 如 し。

材 料 探 集 地 宿 　 　 　 　 主 季 缶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム

天 草臨海實驗所 附 近 　　　　ア

　　　　　　　　　　　1
フ

毳谿
志麟 鵬

　 質

ラ　 サ 　 キ　 ウ

　 カ　 　　 　ウ

　 　 ン　 　 ウ

ラ　 サ　 キ　 ウ

　 カ　　　　ウ

フ　　 ン　　 ウ

日脾
目

GU
一
‘

ー
ウ宦

日8

月

月

16
＝

日

口【
12

別

月

月

−心
D

年
年

う一
9副
3BgQ
卩

】

−

月

　

7
口
一

ア

日

2　
4

月

月

017年
年

1
り凵

30JQレ
0り

】

ユ

一
＝一
二

　
一
＝

＝一

紳 奈 川縣葉 山

ニ
ニ
ニ

ゥ

ゥ

　

ウ

キ　

　

ン

サ　

カ

　

　

フ

「
フム

ア

パ

1932 年 4 月 20 日一6 月 Trl

千 葉 縣 北條 ム　 　ラ　 サ 　 キ　 ウ　 ＝ 1932 年 5 月 26 日

　　 　　 　　　 　　 　　 　 ム ラ サ キ ウ 」 　
1

淺蟲 臨 海實 驗 所 附 近 　 　 z 　ゾ 　パ 　フ 　冫 　 ． 19324 　 6 月 12 日
一6 月 ユ5 日

　　 　　 　　　 　　 　　 　 Glyptocldartis　cpenularis 　　　 …

　主 と して生體觀察 を爲し， 核 細胞質及絹胞質 中に 含 まる る種 々 の 包藏物 を觀察 するた め

に ，neutral 　 red （e、Ol％ の 水溶液）或は LvGol．氏溶液 （0．Ol％ ）を 以 て 生體染色 を 爲 した

り。国定に は BoulN 氏液及 SCHAUD1∬ 氏液 （室温或は加熱）を用ひ ， 染色は HEIDENII．！IN

氏 の 鐵明礬 haematoxy ］in に て 行ひ た り。 60
°− 7（）”c に熱した る SCHAUDn7N 氏液 に よ る固

定 は最良を結果 を與 へ た り。

　　　　　　　　　　　　　　 皿 ． 一 般 形 態 の 観 察

　（D　外　形 　體は 卵形の 輪廓を有 し， 木 の 葉 の如 く扁雫 な り。邸ち前端は小圓 弧 を以 て
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始 れ る も ， 喰央部 に 至 る に隨ひ て 次第 に 幅廣 くな り， 中央部或は其稍 々 後方 に 於 て 幅晟大に

蓬 し， 其 よ り牛圓弧 を描 きて後端 は 圓 く滑か に絡れ り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 胆

三
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　 　 　 　 A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　　　　　　　　　 （：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig・、1

　 　 　 　 か 1歓 継 α ‘5bO 」
’
ealis （HENTSCF［EL ）．

A ．腹 而 …　B，背珂 ヨ　G．側 面 ；　c 細 胞 口
，

CP 絏 胞 咽 頭 ，

　　　 cv 牧縮胞，　 fv 食 胞，　 N 大核，　 og 　 rl溝。

　 然 れ共前 端比較的大 な る もの 或は小 な る もの あ り，又 後端は V 字形 に 尖 りて 絡れ る偶鐙 も

稀 な らす して ，牛圓形 よ bV 字形 PC至 る種 々 の 形 の 段階を見 る こ と を得 ， 形態上 可成 りの 變

異 を示 せ り。

　 體 の
一縁邊は 他縁邊 よ り彎曲度稍 々 小な り。彎曲度小 な る縁邊の 前端近 く よ り始れ る凹溝

あ り，凹溝 は斜後方に進 み其後端に 小 さ き細胞 口 （cytostG 】n の　を開 く。 ロ の あ る側 を腹糊

と稱すれば，體 は 邸ち腹背 の 方向に扁千 に して ，背側は少 し く凸彎曲を威 し，腹側は其に 對

して 稍 々 凹彎曲を成す。而 して 側邊 の 彎曲度は右測縁稍 ft大 に して 左側縁小 な D。

　 體 長 は 114− 1　S3　ll， 50 個 の 李 均體長 HS 、9
、
U を得た り。體幅は 小 なる は 51 μ， 大 な る

・は 105 μ に達 し，
50 個 の 干均 71．ユ μ を得た り。

　 （2） 口 　前端左側縁 よ り始 りて 腹側斜後方 に 進 め る 凹溝 は瓶扶 の 口 溝 （oral 　groove）と成

り，其 奥に細胞 口 を開 くこ と前述 の 如 し。 口 溝 の 始部 よ b細胞 口 まで の 長 さ は 18− 24 μ に

して 、10個 の 平均 19．5 μ を得た り。 口 溝 に は 波動膜 無 きが如 し。稀 に 細胞 口 よ り後方 に走

．れ る細胞咽頭 （cytOpharynx ）を見る こ と を得 べ し。細 胞咽頭は細長 に して 左側纖 に 略 k 　，
’
｝±IT

して 走 り，大核 の 後 方に於て 絡 る。

　 （3） 鐵 毛 纎毛 は 體 表 全 面一様 に 分布 し1 長短 の 別 あ る 外何 等 分 化す る と こ ろ無 しe

齟
前端 ロ溝附近 に生ぜ る もの は最長 く ， 體 の 後方 に 至 る に 随ひ て A’第 に 短 く， 後端 に於て 最短

し。前端 口 溝附近 の 繊毛は長 さ 7− 9 μ，後端 に 於け る もの は 長 さ 3− 4 μ な り。繊毛は 體の 後端

よ り前端 に行 くに 隨ひ 漸衣長 くな る もの に して ，或局部 ま で 短 く，共 よ り急 に 長くなる と 云

．ふ が 如 き萌瞭 なる境界は 勿論見 る こ と を得す。前端 に 於 ける長き繊毛は 凹溝の 中帥ち 口溝中

；に も生ぜ る もの な ゆ。
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　繊毛 且 列 を放 して 體の 前端 よ D後端 に 走れ る縱溝 中 に 生 じ，從 つ て體 に は纎毛列 の 縱綿あ

り。然 し體の 背側面前端左側部 に 在 る數條 （5− S）の 纎 毛列は ， 左側縁 に 至 り更 に腹側 縁 に

回旋せ る が 如 し。皺毛 列は體 の 背側面，腹側面 、何れ も略 々 同數 に して 34− 35 列 を算 ふ。
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Etiteddse｛s 　bo”ealis （HF．：7rseEEI ．） の 形態 の 變 裂

　（4） 細 胞 質 細胞質は 灰色乃至 少 しく 黄級色を帶び た る 荻色 を呈 せ b。透明 に して稍

k 粘重 なる液欺質中 に 大 小∫購數 の 顆粒體．及大小種 々 の 胞駄 體 充滿 せ 吟。顆 粒體、胞欺體は

體 の 前部 に 於 て は
一般に 小 に して粗，體の 後部 に於 て は大に して 密な り。

　外質 （ec
’tophis］n ） lma．明！C して 極 め て狹 く，其厚さ僅 に 1− 2 μ な り。

　食胞は 顆 粒體 中 に 混 じて 存在す。黄緑色 を呈 し、鱧 の 後部 に 多し。場合 に依 bて は，數個

の 食胞並列 して 食物 の 進路 を示 せ り。

　稀 に透明の 液駄質 前或は後 に流動 し，同時に顆粒體．食胞等前後 に 動搖 す c 然 し著 しき原

形質の 流動は無 し。

　（5う 牧 縮 胞　體 の 後端部，體の 中央線 ヒ或は稍 々 左 に 偏 し て 1個の 明 瞭な る牧縮胞あ

り1 大抵園形 をなせ ど も．時 に は橢圓形 或は稍 k 不規則 なる形 を域せ る こ と あ りe 牧縮 胞の

擴大は極 め て綏慢 に して
， 共漸次擴大 し行 く有様 は殆 ど認 む る こ と能はす。其牧縮は可 成 り

急 激に して，擴大 の 頂點 よ り急速 に 細 りて 淌失 す。其im約 1 秒 を要 す。牧縮は完全 に じて ．
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牧縮後暫時 は其 胞の 形跡 を認むる こ とを得 す。收縮後白點 と して 出現 する迄の時 聞を測定 せ

しに ， 氣 盈 2ユ、ろ℃ の 時 1 分 10 秒乃至 1 分 B5 秒 を要 し，5 個の 場 合の 平均 1 分 26秒を得

た り。同時 に 叉淌失 よ り淌失 まで の時聞 を溯定せ し に
，
10 分 40 秒 乃至 ．13 分 30 秒 を要 L ｝ 5

個 の 場 合の 乎 均 11 分 46 秒 を得 た りe 擴 大 の 頂黜 に 達 した る時 の 牧 縮胞の 直徑 は ユ5一鋤 μ

に して ，脚 個 の 平 均 直徭 19・8　，u な り き。

　（6）　核 　核 に は大 核 と 小核 と あ b。

　 大核は體の 中央線上 ．體 長の 巾央黜 よ り稍 々 前 に 位置す。大抵鬩形 を成せ ど も，卵形，橢

圓 形 の もの も稀 な らず。固定染色 した る もの に 就 き て 測定せ し に
， 共直徑 小 な る は 1卸 ， 大

な る は 33μ に 達 し，22 個の
ヲF均直徑 22．6 μ を得た り．大核は該殱毛蟲の 生ける時容 易 に 認

む る こ と を得。前述 の 位 置 に 於 て 白 く孚透 明 な る圓形 の もの は帥共 な り。大核の 存在せ る位
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　　 J：”」dociiscus　bo｝
’
ecslis （HEX．

’
ISCEEL ）に 於け る 大核 と 小 核 と の 位置的開係　N 　大核，

　 n 　小 核。
’

置 白 く牛透 明な る は 11ENTS σHE 亘戸〕
の 云 へ る如 く，大核が 背面 よ b腹面 ま で 占領せ る た め大

核 と 外質 と の 聞 に 顆粒體．胞状體介在 せ ざ る故 な る べ し。染色 すれ ば，大 核は黒色 の 圓 形 ，

卵形 ， 或 は橢圓形 の 塊 に 見ゆa 而 して 大 核は薄 き膜を以 て 包 ま る。

　小 核は ユ個 な b。球形 を波す．多 くは大核前側 の 凹窩中 に 位 し ， 又屡 々 大核の 前方，側方，

後 方に，或 は接 し，或は 少 し く離 れて 轤 置す。小核は 生髓 に 於 て 認む る こ とは甚困難な b。

固 定染色 した る もの に 就 きて 測 定 せ し直 輕 2− 6 μ を得 ，
22 個の 李均直徑 4．4μ を得た り。

小 核は 大核 よ 鹸質緻 密に して ，共 表面 に は薄 き膜 を被 る が 如 し。
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　（7） 蓮 動 運動は 可成 り速 に して
， 辷 る が如 く滑か に游泳 し或は匍芻 すe 直線 に 進む こ

とは極 め て稀 に して
， 多 くは轡 曲した る方向 を執 る。之左右兩舗縁の 彎曲度の差異 に 起因ず

る もの なるぺ し。往 k 反轉 しつ つ 進行 す。其際鶻の 糊面 よ り觀察す る ζ とを得 て
， 背側面が

少 し く凸彎 曲を成 し ， 腹側面が 稍 左 凹彎曲 を放せ る檬 を容易に知 る こ とを得。普通腹側面 を

下 に して 運動 すれ共，又 屡 々 背 醐面 を下 に して 自由に游泳す。

　　　　　　　　　　　　　　　 IV 、同 定 の 理 由

　本種 を飢知 の ウ ；寄生繊毛蟲十二種 と比較 した る に ，
HEtsnscHEi．b、 の 記戴 した る Entodisctas，

bo］
’
e｛elis に 極 め て よ く類 似せ るもの なる こ とを知 りた り。

　今
・H ｝縦 CIIEL の E’iit（NiiRc・it・s　bo」

−
eftiis に 就き て の 記載 を摘記 すれば次 の 如 し。

　體卵形扁牛 なる 11010trichaに して r 前端近 くtC　ll溝 ， 其奥に 小 な る 口 を有 し，波動膜無

し。繊毛列 は 背腹兩面各 々 34− 35，前端 よ り後端 に走 る．纖毛は後端 に於 て短 く，前端 に

行 くに 随ひ て長 く 3 μ よ り S μ に 達す。 大核 は體の 中央 に 在 りて 圓形乃至 卵形 を呈 し ， 平

均 20μ の 直徑 を有す c 小 核は大 核前 側 の 凹窩 中に在 りて 圓形な り， 直經 4 μ を有 す。細胞

質は體 の 後部 に 於て密 に顆粒體を充す。牧縮胞は體 の 後端 に
一

個 あ りe 體長 1ユ5− 1憩 μ，體

幅 75− 95 μ。ウ ＝の 泊化管 の 申央部 及前部 に 寄生 す。

　然れ共二 三 の 點に關 して は，徇多少柏違せ る を以 て
， 次 に 指摘す べ し。

　HEts−？setlEi ．の 描畫せ る E 蜘 11δ酬 伽 顧 3 の 鬮を見 る に，其生體圜 と して 示 せ るもの は前

端部比較的大 に して，中央部最大，後端部 は V 字歌 に 尖れ i）。而 して 波の 固定染色せ る もの

を描け る 圖 を見 るに
， 前端部 比較的 小 に して ，略 々 中央部 に於て最大，後端部は殆 ど圓弧 を

描 ける が 如 く鈍き V 字形 を呈 す。然 る に 筆者 の 親察せ し本 種中 に は，雨者の 如 き形態を具有

す る もの も勿論少なか らざれ 共 ， 伺其外 に 後者 よ り更 に後端部 圓形に絡れ る形態を有 す る も

の も多數 あ り 。 され ど形態上 に於て 變異段 階の あ る こ と は外 形 の 所 に 於て 違 ぺ た る と こ ろな

れ ば ， 描 盡 鬪 を比較 して 或 は多少 の 相違あ りて も，多數 を觀察す る こ と を得 ぱ同種 の 變異範

疇内に ある もの な る こ と を諒 解．し得 べ し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　體長，體幅の 測定 に 於 て ，彼 の 115− 140 μ，
75− 95μ に對 し予 の 材料は 114− 183 μ ， 51−

105 μ な b。多少の 相違 あ るが 如 き も aSfAl）EEN．　10） の Flederlksliayen に て 觀察 した る同種の
一

體長 20Q μ ， 體輻 90 μ と合せ考ふ れば ， 此 程慶の 差異は 又同種 の 變 異範型 と して 理 解せ ら

る べ し。

　 次 に 小 核の 位 置 に 關 し ，
H 瓜 TSC 龍 L は靜止核 に 於 て は 大核 の 前側凹窩中 に 在 りと記載 し，

分裂す る際 に 凹窩よ り出 で て 大核の 前方 に離れ，然 る後小核 は有絲分裂 をな し，

一小核は 大

核の 側 方 よ り後方 に移動 して ，兩小緩は 大核の 前後兩捌方に 位置す る に 至 ると 述 べ た り。

）rADtgEN’は靜止核 に 於 て 大核の 前方 に 離れ て 位置せ る小 核を觀察 せ り。然 る に 筆者は靜止 状
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態 tc於 て ノく核前側凹窩 中の 外，前 方，側方，後方 に ，或 は接 し或 は稍 々 離れ て 位置せ る もの

を觀察せ り。筆者 は斯 くの 如 き大小核の 位 置的關係 を見 るや ， 直 ち に約四 十 日に 互 りて 連績

的 に 觀察を繼績せ し に，途 に核動 を認 む る こ とを得 す して 依然 と して 小核は 大核 に野 し或 る

もの は前方 に或 る もの は側 方 tc或 る もの は後方 に 位 置す る を見た り、され ば靜止欺態 に 於 て

大核 と 小核 と の 位置的關係 は上 逋 の 如 き色 ft の 場 合あ りと考ふ る 次第な り。故 に大核 と小核

との 位 置 的關係 は、分類學上 は 大 なる意義なか るべ きか と考 へ らる。

　大核小核の 太 さ に 關 し， 兩 核何 れ の 場 合 に 於 て も彼 の 罕均直 律 よ り我 の 干均直徑 は稍 々 大

なれ共、體の 太 さ に 於 て も亦我 は大なれ ば，兩核に於 て 彼 よ り大な る は當然の こ とな りと謂

ふ べ し。

　以上 の 如 く二 三 の 點 に孰 い て は多 少 の 相違 を見 る も，繊毛蟲類 の 分類上 重大 な る意義 を有

す る Il溝及 目 の 位置及構造，繊毛の 分布及分化 ．繊毛列數，大核小 橿 の 數及形 ， 細胞質 の 炊

態，牧 縮胞の 數 及位置等 に 於 て 兩者極 め て よ く類似する を以 て
， 余の 觀察せ る 織毛蟲は

HENrsCHE し の 記載 した る E’ntoclisctt ・・s　borealisと同種 な りと斷定す る所 以 な り。

　　　　　　　　　　　　　　 V ． 分 類 學 上 の 位 置

　IIENrscHEJ ，5） は該繊毛蟲 の 分類學上 の 適 當なる位置なき に 窮 した れ共 ， 途 に古 くよ り知 ら

れた る C）
’
yl）toc］bNum ・　eehini （M 胡 PAS ）と同屬 に し，左下の 如 く

目　　　｝ro】otl ・ich准

　　亞 目　IIV］neno ，yton ）ata

　　　 科　1，sotrichjdae

　　　　　 麕　c’

ピ
・
Vl｝tochiitt・m

　　　　　　　 種　　｛7．boreale

と 分類學上 の 位置を定 め た り。然 る に MAD ）SExl
°）

は K ム 肌 の 分類法 に 從つ て 波動膜に分類學上

の 重 要 性 を置 き， HEMs α 1 £ L が 記載 した る

Crv，　ptochikcm　berealeは 日 溝 に 波動膜 を 有せ ざる

を 以 て 〔殉p齪 嫩 翩 騨 よ り分離 し，從つ て 亞

目 Hymellostomata よ り T1・iel）os　t・oma 丘．a に 移す べ きな ゆ と主張せ り。

　KM 王IP に從 へ ば Ilol  t・
’ieha は次 の 三亞 目 に 分類 す る こ と を得。

　　　　　　　　　　∫細胞 口 直 ち に外界 に 開 く・

1・ C’1”］］’” ° st ° inRta
し纎 毛の kDte 。 哺 鮎

一 一 一 ｛灘蹴空
輔 胤 其處 囀 雌 く゜

・ 一 一 一 ｛難議欝轡
其處聴 を開 く卩

　筆者は本種の 波動膜 の 有無に關 して は獪斷定 し能は ざれ共 ， 若 し全 く無 しとせ ば MADsENt

　
曇 ひ μpω d1動 侃 暦の 他 種 と して は 吹 の 如 き も の あ 聟 oCSW ，tocinZ’urn 　ech−ini　（MAITAs 　1883）（ウ 4 の 滔

化 管串 に 寄生 す ）， Cvstploelt・Uttm　cuenoti （FLOREM τ x　l89S ）（Phascolosoina の 食 道 に 寄 生 す ），何 れ も ロ

溝 に 波 動膜 を有 す。
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4b6 上 村 三 男

「が 主張す る、如 く木種は Trichost   mata 　 Iこ 入 る べ き もの な り。

　 徇 ］IA．DsEyiO ， は KAHL7 ） カ…．「CrLilpteehilum　boreftle’
と E”torhfpi｛t−i’udi

’
屬 と は 共に Tr｝ehosto −

］）・attl 中の 何れ の屬 とも頽縁鞫係無 きを以 て，此 二屬は一緒 に して
一

つ の 科 を作 る べ きな り」

’
と主 張せ る を 採用 して ，T コ

’ichost〔〕mata の 中｝こ Entoi’1・ipidiidae （1｛　AA 　J、） な る新 科 を作 り，

科 の 特徴 と して 次 の諸項 を舉げた り。

　 1． Tl．ichostomataの 中で體扁爭 な る もの 。

　 2．體の 前端 に近 く口 溝 あ り， 口 溝 の 奥 に ロ を有す。

　 3．纎毛は體の 全 表面 一樣に分布 し1 且 列を成 して生す。

　 4． Fehinoidea の 消化 管中 に寄生 す。

　 而 して 薪科 Entc〕rhipidiid 且 e 中に Et｝to）’hipi〔iitgni，　Entodtsn．　tug の 二 鸚を置け り。

　 此二 矚の 區別 は次の 如 し。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．

Entoi」hipidittm

E栩 o蟲 30 〜偲

｛l
　 o ．

嬉

體幅魔 く， 體 の 後端は伸 び て 尾状 を呈 し， 屡 々 其先端 に長 き一本 の

端毛 （ter「nina −1　bl・i昌tle） を有す。

體の前端に前葉 （froDtal　lobe）有 り。

外質中に ti・ichOc）
・sts を有す。

體幅狹 く，體 の 該端に は 尾厭 の 突出 な し。

鱧 の 前端に 著 しき前葉を有せ ず。

triehocysts 無 し。

　筆者は Holotric1〕．1 は最初 口 表面 1こ露出 したれ共，後 tlの 位 置 せ る都分 に 於 て 凹所 を生 じ

て 口溝 と成 り，更 に進化 し て 口 溝 に波動膜 を生 す る に 至 れ りと考ふ る 方自然な りと信する が

故 に K ，LHI ．の 分類法 に 從ひ
，

且筆者 の 争 日 まで の 觀察 に 依れ ぱ 「職 に波動膜 無 きが如 く思

はれ る が 故に ］．lf．LDSEx 一の新提唱 を探 用 せ ん と欲 す る もの な りe 故 に 本種 の 分類學上 の 位置

は次 の 如 し。

　 　 　　 　 　 　 　 口　 ｝亅010trieha

　 　 　　 　 　 　 　　 　 亜 目　 TriGhos嬢｝mata

　　　　　　　　　　　　1…斗　　］Entorhil〕i［liidae

　　　　　　　　　　　　　　矚　E “Stodiscus

　　　　　　　　　　　　　　　　種 E ．borealts（HENTSCHE の

　　　　　　　　　　　　　　　　　 VI 、分 布

　HENgrscHEL5） に 依れば 」；nltNlisc −i“s　l研 α藤 は 大西洋階岸 IC　ti．

，
L て は＃分布北方に 限 られ た り

と云 ふ。其 種名 も此 點 よ り輿 へ られ k る もの な り。

1
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　本邦太 ．堊洋沿岸に 於て は 筆者 の 觀 察せ し結果 に 依れば ，淺蟲 ， 北條 ， 葉山 ， 答志 島 ， 天草

等の 海岸 よ り得た る ム ラ サ キ ウ ：

7
ア カ ウ ；

，
パ フ ン ウ  

エ ゾ パ フ ン ，及 σ劬 伽 伽 癇

・」’ヤ弸 漁 鷹 （A ．A 。 Ass エz ）の 消化 管中に は，何 れ も多數の 該讖毛蟲 を認 む る こ とを得 たる を以

て ．我 太．’F洋滑岸に 於て は 其分布廣 く，可成 り南方 に も 存する もの と謂ふ べ し。 Entodiscus

bo）
’
erilisが 果 し て 北 方型 な りと せ ぱ ， 共分布の 南限 を知 る こ と は興味深 を こ と な り。

−
『

膊

P

レ

文 獻

　 　 　 　 　 ノ

1） ANDR 且
，
　E 〔1910）．　 Sur　quelques　illft】soire．9　marln 呂，　 Rev，＆ ‘isse　de　Zbol．　XVIIL 　173．

2）　BUTSCHH ，0 ，（18S アー89 ），　β rolm ．　K ｝ass．1】．　Ord．　des　Tllierreichs，」．　Protozoa ．

3）　DI　M 【AuRo ，　S．．〈／gl吩 ，　 Sopra 匸m 　 lltlovo 　Ilユfnsoria　 ciliato 　 para 眦 a　 dello ＆ ’
・on ・gytecentnot　ts

　　　 iividus　et　de］ユe　Sp乃（tet
・
eehi ／u ，．＄　gr“ nularis ぐAnol）hr三’s　ee1〜i・li）．　 Bol’．・1（＝ ，　eioen　8c．勲 オ．伽 面 α

，

　　　 f置、sCr　81，　1〕．　13− 19＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
F

lj） DOFLEIN ，　F ワ
u 、　RE 【cHENoW

，
　E ．（1917− 1929），　 Lehrbueh 　der　lコrotozoenku1 ｝de　I− ll　Fti” fte

　　　 AL1日乱ge．　Jena．

5）　HENTscHEL
，
　C ，　C．（1924 ）． 0 且 anew 　ciliate ，　Cv・yμoc1副 庸 π boreale【1．　sp ．　frDm　the　intestine　c，f

　　　Ee7Linus　88α π6rl郎 s　L   6，　togetller　wjth 　ge 】τ1e ユlotes 　oll　tlle　 ei］iaヒes 　 of　 E 匸
．hinoidB・　」P噛臨 覊一

　　　 loivgy，　vo ｝．
，
16P 、321− 328．

G）　KAHL
，
　A ．（芝93ω．、Vjmpertie ：

・
e 〔〕der　Ci！iata（lnfusoria），重，A ｝lg．omeiner 　Teil　u ．　Prostomata ．

　 　 　 D 正e
「rierwu］t　Deutschlaコ】ds．ユ8Teil．

7）　　　　　　　　　　（L9／ll＞．　　丶Vimpertiere　odex 　Ciliata，　（lnfl】soria ）．　　：〜．1．夏olotriclla ．　　Die 　Tierwelt

　 　 　 Deu 七sc］
．
）1？111（於．21　Teil，

S ）　LYN （珊
，
　J．（1929，．　Sしudies   ］1　tlle　CUiates∫rDm 　the 土且1testine 　ef ，St．）’en．gyloceiitrott』監　1．　 Entorr

　　　 hi］pidi
’
u・m 　gen ・nov ．　［7’lil冒．（］alif．　Al う1．　Zoel．　VoL 　33

，
3．　p．27一δ6，

9）　　　　　　　　　（1930，．　Studies　on 　the 　Gihates　froユ皿 　七be 　intel　tine 　of 　Strengごノlocent
・
rotus ．　11・

　　　 Lee乃riopJ ／　la　fnystap ；，　gel1，Ilov ．　sp ．　nov ．　Ibid．　vo 】．33，16．　P．307− 350．

10｝ VON 　MADSEN
，
　H ．〔1931）．　 Be11ierkullg己 1蓋 Uber　 eil ユige　 e　ltozoische 　 u ．量reilebende 　 llコR 「ille

　　　 I［1fusor 三ell　der　Gattungen 〔かol〜enea ，〔］yal・iditmn， （）5’istige尸a
，
」4脚 ‘soα ，　u ．　Ented ｛seus 　gen・nov ・

　　　Zool．　An2 ．　Bd ．96，　H ．314
，
　S，9P− 1ユ2，

II） MAUPAs
，　E・（L883 ）．　 C・ ntTib ・ ti・ n 　5　P6tude　 m ・rph ・bgiq・e　et ・ … t・ miq ・e　des　l・fus・ ires

　　　 cili6E ．　∠47・eh ．　Zool．」砺 ワ e｝▼，　（2），
1．427− 664．

ユ2）　Russo
，
　A ，（1914）．　 Species　di　 ciliati 　 vivellti 　 nv ］1’ illte．gtine 　dello　Strongylocentroltrs　l・ividtcs・

　　　Boli・Aec ・〔7ゴひe，1・・βc・．ATaf・・αatania ，　iasc．32，呂er．2a．　P．1− 9．
ユ3）　　　　　　　　　（1914a）．　 Sul　 cic ］  　sviluppo 　del　α・

yl）t−ochitt；ra　echini ＿］玉AuPAg 　（rTota　P「elill1・）

　　　（］ceta ）〜iα ’itti　Aee．，〔穿ioe）〜．ser，5，
’
ア

，
　Mem 」19．　P．1− 10．

14） RUSsO ，　A ．，　 and 　DI　MAuRo
，
　S．（i90δ）．　 Framentazjoiie　dcl　 Ilacronuc］eo　 ne ｝ C’i・yptoch

’il〜‘「n

　　　 echi 厂拓 esua 　8ignifica 畷〔♪1｝e　per 】a　senlscenza 　degli　iniusorle（Not ，　prelim，）．　Bolt，』【ec・（？ioen・

　　　＆ア・翫 哲．C観 伽 循 fz　sc．84，　P．3− 9．
．ユ5〕．．．　　　　 ，　　　

．
．　 ．　　（190δa ），　Di1ferenziazione　cytoplasLnische 　ne ］ α 弛 εgc1‘器μ置11

　　　echit
’
i‘MfsupA呂．．　Ibid．　p．9− 13．

：6）
．
　

．
，　

「
　

’r
（1905b）： L ・．… i・9 ・ ・」。・ie 　ea 　 i1・i・ gl。 va ・舳 e ・・t・ ne1 （）blYPt・L

　　　 clt・’ilurn　eehini （Not ・prelim．）．　Ibid，［ase ．8δ2　P．10一工5．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


